
︿
資
料
紹
介
﹀
文
化
二
年
写
︑
衣
川
長
秋
記
事
に
つ
い
て

丸

山

健

一

郎

一
︑
は
じ
め
に

従
来
︑
衣
川
長
秋①
︵
き
ぬ
が
わ
・
な
が
あ
き
︑
一
七
六
六
明
和
三
年
-
一
八

二
三
文
政
六
年
︶
の
紀
行
文
と
し
て
は
︑﹃
田
簑
の
日
記
﹄︵
一
八
二
二
文
政
五

年
刊
︶
と
﹃
や
つ
れ
蓑
の
日
記
﹄︵
一
八
二
三
文
政
六
年
刊
︑﹁
美
徳
山
記
行
﹂

﹁
雨
瀧
記
行
﹂
も
併
載
︶
の
二
書
が
知
ら
れ
て
い
る
︒

本
稿
は
︑
衣
川
長
秋
が
本
居
宣
長
︵
も
と
お
り
・
の
り
な
が
︑
一
七
三
〇
享

保
三
年
-
一
八
〇
一
享
和
元
年
︶
の
弔
問
の
為
に
松
坂
へ
赴
い
た
際
の
記
行
と

み
ら
れ
る
写
本
に
つ
い
て
翻
刻
を
示
し
︑
新
出
資
料
と
し
て
報
告
す
る
も
の
で

あ
る
︒
問
題
と
な
る
箇
所
は
︑﹃
鴨
長
明
道
記②
﹄
の
写
本
の
後
方
に
記
さ
れ
て

お
り
︑
奥
書
か
ら
﹁
文
化
二
年
八
月
﹂
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
個

人
蔵
の
資
料
で
あ
る
た
め
︑
末
尾
に
図
版
を
附
し
て
記
事
の
全
体
を
示
す
︒

二
︑
書
誌
的
事
項
お
よ
び
凡
例

○
寸
法
：
縦
二
十
四
・
五
糎
︑
横
十
七
・
五
糎
︒
○
装
丁
：
写
本
︑
楮
紙
︑
袋

綴
︑
四
ツ
目
綴
︑
中
本
︑
一
冊
︒
○
表
紙
：
藍
表
紙
︑
雷
文
繋
︵
空
押
︶
︒
○

題
簽
・
外
題
・
頭
題
・
尾
題
：
な
し
︒
○
構
成
：
丁
付
な
し
︒
一
丁
︑
三
十
九

丁
︑
四
十
八
丁
は
白
紙
︒
都
合
︑
墨
付
四
十
五
丁
︒
一
丁
︵
白
紙
︶
︑
二
丁
～

三
十
八
丁
︑
三
十
九
丁
︵
白
紙
︶
︑
四
十
丁
～
四
十
七
丁
︑
四
十
八
丁
︵
白
紙
︶

＊
一
丁
と
四
十
八
丁
は
表
紙
と
裏
表
紙
か
ら
の
剥
離
と
み
ら
れ
る
︒
○
奥
書
：

四
十
七
丁
表
﹁
文
化
二
年
乙
丑
秋
八
月
謹
而
寫
之
／
鎌
田
源
太
輔
吉
治
﹂
○
備

考
：
小
口
書
き
﹁
鴨
長
明
道
記
﹂
〇
所
見
：
二
丁
-
三
十
八
丁
は
漢
字
平
仮
名

交
じ
り
文
を
連
綿
体
で
記
す
︒
下
小
口
に
墨
書
の
通
り
﹃
鴨
長
明
道
記
﹄
の
写

本
で
あ
る
︒
本
文
の
異
同
か
ら
︑
お
そ
ら
く
は
一
六
四
八
正
保
五
年
︵
慶
安
元

年
︶
版
を
基
に
し
た
写
本
と
み
ら
れ
る
︒
四
十
丁
-
四
十
七
丁
は
漢
字
片
仮
名

文
化
二
年
写
︑
衣
川
長
秋
記
事
に
つ
い
て

九
七



交
じ
り
文
を
放
ち
書
き
で
記
す
︒
但
馬
国
に
い
た
衣
川
長
秋
が
︑
母
か
ら
の
便

り
に
よ
り
師
で
あ
る
本
居
宣
長
の
死
︵
享
和
元
年
長
月
二
十
九
日
︶
を
知
っ
て

松
坂
へ
向
か
い
︑
同
地
で
鈴
屋
門
下
の
植
松
有
信
ら
と
亡
師
を
悼
み
︑
和
歌
の

贈
答
な
ど
を
し
た
事
績
が
記
さ
れ
る
︒
奥
書
に
み
え
る
﹁
鎌
田
源
太
輔
吉
治
﹂

に
つ
い
て
は
未
詳
︒

翻
刻
に
際
し
て
は
︑
以
下
の
方
針
に
従
う
︒

①
変
体
仮
名
は
︑
通
行
字
体
に
改
め
る
︒

②
踊
り
字
﹁
ヽ
﹂
は
残
し
︑
く
の
字
点
は
﹁
ゝ
ヽ
﹂
で
示
す
︒

③
見
せ
消
ち
は
︑
﹁
〇
︹
見
セ
消
チ
︱
□
︺﹂
と
し
て
示
す
︒

(例
)

石
︹
見
セ
消
チ
︱
山
︺
室
ノ
イ
ハ
ム
ロ
ヤ
ニ
宿
シ
メ
テ

(四
十
二
丁
裏
六
行
目
)

④
誤
写
が
疑
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
︑
右
傍
に
﹁
マ
マ
﹂
を
附
す
︒

三
︑
翻
刻
︵
四
十
丁
表
～
四
十
七
丁
表
︶

︵
四
十
丁
表
︶

衣
川
長
秋

但
馬
国
ニ
ア
リ
ケ
ル

ホ
ト
京
ナ
ル
母
ノ
モ

ト
ヨ
リ
ト
ミ
ノ
ヨ
シ

ニ
テ
フ
ミ
オ
コ
セ
タ
リ
ケ

リ
イ
ソ
キ
ヒ
ラ
キ
見
レ

ハ
師
ノ
君
イ
ニ
シ

ナ
カ
月
廿
九
日
ニ
身

︵
四
十
丁
裏
︶マ

カ
リ
タ
マ
ヒ
ヌ
ト
ア
レ
バ

オ
ド
ロ
キ
テ

思
イ
︹
見
セ
消
チ
︱
ヒ
︺
キ
ヤ
世
ハ
常
ナ
シ
ト
シ
レ
ヽ
ト
モ

カ
ヽ
ル
ハ
カ
ナ
キ
フ
ミ
ヲ
見
シ
ト
ハ

ア
ケ
ク
レ
ニ
ツ
カ
ヘ
テ
マ
シ
ヲ
ワ
カ
大
人
ノ

カ
ヽ
ラ
ン
事
ト
カ
ネ
テ
シ
リ
セ
バ

ソ
ノ
日
ハ
十
月

廿
九
日
ナ
リ
ケ
レ
ハ

︵
四
十
一
丁
表
︶

イ
セ
ニ
ア
リ
テ
ツ
カ
ヘ
テ
ア
ラ
ハ
長
月
ノ

ケ
フ
ノ
ワ
カ
レ
ニ
ア
ハ
マ
シ
物
ヲ

人
皆
ニ
三
十
日
オ
ク
レ
テ
ワ
レ
ハ
モ
ヨ

三
十
日
ノ
ナ
ケ
キ
一
日
ソ
ナ
︹
見
セ
消
チ
︱
ス
︺
ル

ソ
ノ
日
カ
シ
コ
ヲ
イ
テ

文
化
二
年
写
︑
衣
川
長
秋
記
事
に
つ
い
て

九
八



タ
チ
テ
京
ニ
一
日
ヲ
リ

テ
イ
ソ
キ
ニ
イ
ソ
キ
テ

霜
月
十
二
日
イ
セ
ノ

︵
四
十
一
丁
裏
︶国

ニ
キ
テ
ヤ
カ
テ
山
室

ノ
ミ
ハ
カ
ニ
マ
ウ
テ
ヽ

足
引
ノ
山
室
山
ノ
イ
ハ
ム
ロ
ニ

萬
代
ナ
カ
ク
カ
ク
リ
マ
ス
君

思
ヒ
キ
ヤ
イ
ハ
ネ
シ
マ
キ
テ
マ
キ
ノ
タ
ツ

ア
ラ
山
中
ニ
ミ
ネ
マ
サ
ン
ト
ハ

コ
ヒ
マ
ロ
ヒ
ア
シ
ス
リ
ヲ
シ
テ
ナ
ケ
ヽ
ト
モ

カ
ク
レ
シ
大
人
ニ
マ
タ
ア
ハ
メ
ヤ
モ

︵
四
十
二
丁
表
︶

師
ノ
ヲ
モ
ヒ
ニ
テ

ヌ
ル
夜
オ
チ
ズ
夢
ニ
ミ
面
ハ
見
マ
ツ
レ
ト

ウ
ツ
ヽ
ニ
一
目
マ
ミ
ヘ
テ
シ
カ
モ

萬
代
ニ
オ
ハ
シ
マ
サ
ネ
ト
コ
ノ
ミ
シ

大
人
ニ
ワ
カ
レ
テ
イ
ケ
リ
ト
モ
ナ
シ

古
叓
ノ
マ
ス
テマ

マ

ノ
カ
ヽ
ミ
ク
モ
レ
ル
ヲ

ト
キ
ア
キ
ラ
メ
シ
ハ
ヤ
秋
津
彦

コ
ト
ノ
ハ
ハ
イ
ヤ
ヒ
ロ
マ
リ
テ
萬
代
ニ

︵
四
十
二
丁
裏
︶

サ
キ
ニ
ホ
ウ
ラ
ン
サ
ク
ラ
ネ
ノ
ウ
シ

十マ
マ

月
十
八
日
人
々
ト

共
ニ
ミ
ハ
カ
ニ
マ
ウ
テ
ヽ

コ
ト
ト
ハ
ヌ
石
ニ
ム
カ
ヒ
テ
ケ
フ
モ
マ
タ

ツ
キ
ヌ
思
ヒ
ノ
ナ
ケ
キ
ヲ
ソ
ス
ル

石
︹
見
セ
消
チ
︱
山
︺
室
ノ
イ
ハ
ノ
ム
ロ
ヤ
ニ
宿
シ
メ
テ

萬
代
ナ
カ
ク
花
ヲ
見
ル
ラ
ン

︵
四
十
三
丁
表
︶

春
庭
主
開
講
日

故
大
人
ノ
君
ニ

ツ
キ
テ
春
庭

ノ
君
書
ト
キ

タ
マ
ヘ
ル
ト
キ
ヽ
テ

鈴
ノ
屋
ノ
鈴
ノ
ネ
タ
ヘ
ス
天
ノ
下

文
化
二
年
写
︑
衣
川
長
秋
記
事
に
つ
い
て

九
九



四
方
ノ
國
ニ
ナ
リ
ワ
タ
ル
︹
見
セ
消
チ
︱
ラ
︺
ナ
ン

︵
四
十
三
丁
裏
︶鈴

ノ
屋
ト
イ
フ
ハ
本
居
翁

ノ
家
号
也
何
亭
何
軒
何

庵
何
堂
何
舎
ト
イ
フ
ト
同
シ

叓
ナ
リ
翁
先
年
イ
セ

大
神
宮
へ
參
詣
ノ
ト
キ

五
十
鈴
川
ニ
テ
鈴
ヲ
ヒ
ロ
ヒ
シ

コ
ト
ア
リ
夫
ヨ
リ
鈴
ノ
屋

ト
名
ツ
ケ
シ
也

衣
川
長
秋

尾
張
ノ
国
人
植
松
ノ
君
師
ノ
君

ノ
ウ
ツ
シ
世
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ
タ
マ
ヒ
シ

︵
四
十
四
丁
表
︶

時
ヨ
リ
身
マ
カ
リ
タ
マ
ヒ
テ
ノ
ヽ

チ
モ
御
墓
ニ
イ
ト
ネ
モ
コ
ロ
ニ
ツ
カ

ヘ
マ
ツ
リ
タ
マ
ヒ
シ
コ
ト
ヲ
思
ヒ
テ

ヨ
ミ
テ
オ
ク
ル

オ
シ
ヘ
ネ
ハ
コ
ヽ
タ
ア
レ
ト
モ
ワ
カ
セ
ネ
ニ

マ
シ
テ
ツ
カ
ヘ
シ
人
ア
ラ
メ
ヤ
モ

師
ノ
君
ノ
ミ
ウ
セ
タ
マ
ヒ
シ
ヲ
リ
ニ

植
松
君
ニ
ハ
ジ
メ
テ
ア
ヒ
テ
ウ
ツ
シ

︵
四
十
四
丁
裏
︶

世
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ
ヽ
ム
カ
シ
ノ
叓

ナ
ド
カ
タ
ラ
ヒ
テ

ウ
ヒ
ニ
ア
ヒ
テ
キ
ク
モ
カ
タ
ル
モ
タ
ヒ
コ
ロ
モ

カ
タ
ミ
ニ
カ
ク
ル
ソ
テ
ノ
シ
ラ
ツ
ユ

ス
川
ノ
里
ニ
旅
ヤ
ト
リ
シ
タ
マ
フ

衣
川
先
生
ノ
御
許
ニ
マ
ヰ
リ
テ

植
松
有
信

シ
タ
ヒ
來
ヌ
ス
川
ノ
里
ニ
タ
ヒ
居
ス
ル

︵
四
十
五
丁
表
︶

ミ
ヤ
コ
ノ
人
ノ
フ
カ
キ
コ
ヽ
ロ
ヲ

カ
ヘ
シ

長
秋

心
サ
シ
ア
ツ
タ
ニ
モ
リ
ノ
シ
タ
露
ノ

文
化
二
年
写
︑
衣
川
長
秋
記
事
に
つ
い
て

一
〇
〇



フ
カ
キ
メ
ク
ミ
ヲ
ワ
レ
ニ
カ
ケ
ナ
ン

植
松
君
ノ
名
コ
屋
ニ
カ
ヘ
リ

マ
ス
時
ニ

ナ
キ
大
人
ヲ
シ
ノ
フ
袂
ノ
カ
ワ
カ
ヌ
ニ

マ
タ
露
カ
ヽ
ル
ケ
フ
ノ
ワ
カ
レ
ヂ

︵
四
十
五
丁
裏
︶春

ノ
ハ
シ
メ
ニ
ヨ
メ
ル

ホ
ノ
ゝ
ヽ
ト
難
波
ノ
ア
シ
ノ
メ
モ
ハ
ル
ニ

八
十
島
カ
ケ
テ
カ
ス
ム
ノ
ト
ケ
サ

チ
ト
リ
ナ
ク
サ
ホ
ノ
河
川
︵
見
セ
消
チ
︱
原
︶
ノ
カ
ハ
ヤ
キ
ノ

モ
ヱ
テ
ハ
ル
メ
ク
時
ハ
來
ニ
ケ
リ

春
霞
カ
ス
メ
ル
野
ヘ
ニ
ウ
チ
ム
レ
テ

花
見
ア
ソ
バ
シ
時
ハ
來
ニ
ケ
リ

セ
ト
ウ
カ

︵
四
十
六
丁
表
︶

日
ノ
本
ノ
モ
ト
ツ
ミ
ク
ニ
ユ
カ
ス
ミ
ソ
メ
ツ
ヽ

モ
ロ
コ
シ
ノ
カ
ラ
国
カ
ケ
テ
春
ヤ
立
ツ
ラ
ン

ウ
メ
ヲ
ヨ
メ
ル

ワ
キ
モ
コ
カ
コ
ロ
モ
春
風
吹
ソ
メ
テ

カ
キ
根
ノ
梅
ハ
ホ
コ
ロ
ビ
ニ
ケ
リ

冬
コ
モ
リ
フ
ヽ
ミ
テ
ア
リ
シ
ウ
メ
ノ
花

春
來
ニ
ケ
リ
ト
咲
テ
ニ
ホ
ヘ
リ

年
ノ
ク
レ
ニ
ヨ
メ
ル

︵
四
十
六
丁
裏
︶

年
ノ
緒
ノ
ヨ
リ
ク
ル
コ
ト
ヲ
ナ
ケ
キ
ツ
ヽ

花
見
ル
春
ヲ
カ
ツ
イ
ソ
グ
カ
ナ

山
家
歳
暮
ト
イ
フ
意
ヲ

世
ノ
ウ
キ
ヲ
イ
ト
フ
深
山
ノ
オ
ク
ニ
テ
モ

ナ
ケ
キ
コ
リ
ツ
ム
ト
シ
ノ
ク
レ
カ
ナ

白
髪
如
雪
ト
イ
フ
意
ヲ

帰
リ
末マ

マ

サ
ル
老
ノ
カ
シ
ラ
ハ
ミ
ナ
月
ノ

モ
チ
ニ
モ
キ
エ
ヌ
ミ
ユ
キ
ナ
リ
ケ
リ

︵
四
十
七
丁
表
︶

源
長
秋

文
化
二
年
乙
丑
秋
八
月
謹
而
寫
之鎌

田
源
太
輔
吉
治

文
化
二
年
写
︑
衣
川
長
秋
記
事
に
つ
い
て

一
〇
一



四
︑
お
わ
り
に

以
上
︑
衣
川
長
秋
が
本
居
宣
長
の
弔
問
に
松
坂
を
訪
れ
た
こ
と
を
記
す
文
化

二
年
書
写
の
本
文
に
つ
い
て
︑
翻
刻
を
示
し
た
︒
近
世
の
紀
行
文
は
筆
写
・
転

写
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
知
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い③
︒﹃
訂
正
古
訓
古
事
記
﹄

の
出
版
に
携
わ
り
鳥
取
藩
国
学
の
祖
と
も
言
わ
れ
る
衣
川
長
秋
の
場
合
に
は
︑

﹃
田
簑
の
日
記
﹄
﹃
や
つ
れ
蓑
の
日
記
﹄
を
版
本
と
し
て
遺
し
た
が
︑
紀
行
文
以

外
に
も
写
本
の
ま
ま
伝
存
す
る
著
作
が
知
ら
れ
て
い
る
︒
そ
う
し
た
資
料
の
一

つ
一
つ
を
掘
り
起
し
て
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
︑
衣
川
長
秋
の
事
績
に
と

ど
ま
ら
ず
︑
た
と
え
ば
鈴
屋
門
下
に
お
け
る
紀
行
文
の
位
置
付
け
や
学
術
知
識

継
承
の
様
相
な
ど
︑
少
し
大
き
な
枠
組
み
を
理
解
す
る
足
掛
か
り
と
な
る
筈
で

あ
る
︒

注①

山
本
︵
一
九
五
八
︶
︑
竹
内
︵
一
九
六
九
︶
︑
岡
中
・
鈴
木
・
中
村
︵
一
九
八
四
︶︑

山
根
︵
一
九
八
八
︶
︑
高
倉
︵
二
〇
〇
一
︶
に
よ
れ
ば
︑
衣
川
長
秋
の
通
称
は
宰
記

ま
た
直
記
︑
号
は
瓊
斎
︒
伊
勢
国
壱
志
郡
須
川
の
人
で
︑
本
姓
は
池
田
氏
︒
宣
長
の

﹃
授
業
門
人
録
姓
名
録
﹄
自
筆
本
で
は
寛
政
三
年
の
条
に
﹁
須
川
村

池
田
辰
三
郎

周
令
﹂
と
あ
り
︑
追
加
本
で
は
本
居
清
造
の
頭
書
﹁
池
田
氏
ハ
本
居
家
ノ
一
族
ナ
リ
︑

周
令
後
ニ
因
州
鳥
取
ノ
衣
川
氏
ヲ
嗣
ギ
︑
長
秋
ト
改
ム
︑
文
政
五
年
二
月
十
日
︑
大

坂
ノ
門
人
中
嶋
豊
足
ノ
家
ニ
シ
テ
歿
ス
︑
五
十
八
歳
︑
伯
耆
國
ニ
古
學
ヲ
開
ケ
ル
人

ナ
リ
﹂
が
附
さ
れ
る
︒
版
本
で
は
寛
政
一
二
年
の
条
に
﹁
一
志
郡
須
川
後
因
州
鳥
取

衣
川
宰
記
長
秋
﹂
と
あ
る
と
い
う
︒
生
母
﹁
あ
さ
﹂
が
本
居
宣
長
の
父
定
利
の
弟
躬

充
の
末
子
で
あ
り
︑
本
居
家
の
姻
戚
で
あ
る
︒
鈴
屋
門
下
と
し
て
国
学
を
修
め
︑
京

都
に
国
学
の
学
校
を
興
す
志
を
立
て
上
洛
す
る
も
果
た
さ
ず
︑
因
幡
国
八
上
郡
狭
貫

村
の
都
波
只
知
神
社
社
司
で
あ
り
因
幡
に
国
学
の
師
を
招
聘
す
べ
く
上
洛
中
で
あ
っ

た
国
本
道
男
と
出
会
い
︑
鳥
取
に
赴
く
︒
一
八
〇
〇
寛
政
十
二
年
に
鳥
取
東
照
宮
神

官
縁
故
の
者
と
し
て
届
け
出
た
︒
鳥
取
県
︵
一
九
七
六
︶
所
収
﹁
因
府
年
表
﹂
享
和

元
年
四
月
廿
四
日
の
条
に
﹁
勢
洲
之
浪
客
衣
川
舎
人
と
云
歌
学
者
来
り
︑
今
日
於
㆓

伊
吹
左
仲
宅
㆒

初
て
開
㆓

講
莚
㆒︒
後
足
留
料
若
干
を
賜
ふ
﹂
と
あ
る
︒
享
和
三
年
に
正

式
な
滞
留
を
許
さ
れ
︑
年
分
銀
十
五
枚
を
与
え
ら
れ
た
︒
国
学
を
講
じ
因
幡
伯
耆
の

歌
道
隆
盛
の
基
を
な
し
た
︒
門
下
に
は
︑
飯
田
秀
雄
・
臼
井
治
堅
・
遠
藤
元
貞
・
加

須
屋
武
義
・
国
本
道
男
・
小
林
大
茂
・
佐
治
景
嶺
・
鷲
見
休
明
・
鷲
見
安
歖
・
田
代

恒
親
・
中
島
宜
門
・
森
恒
安
・
米
原
豊
秋
な
ど
が
お
り
︑
そ
の
数
凡
そ
三
百
人
と
称

さ
れ
た
と
い
う
︒
人
柄
に
つ
い
て
は
﹁
長
秋
形
躯
壮
大
才
弁
超
倫
﹂
﹁
従
遊
頻
盛
﹂

な
ど
の
記
述
が
残
り
︑
大
柄
な
体
格
で
弁
舌
に
長
け
︑
諸
方
を
遍
歴
す
る
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
倉
吉
・
米
子
等
へ
も
出
講
し
た
と
い
う
︒
本
稿
で
紹
介
す
る

資
料
で
は
︑
宣
長
の
死
を
但
馬
で
知
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
︒
宣
長
没
後
は
春
庭
に

師
事
す
る
︒
文
政
五
年
八
月
に
息
子
の
源
太
郎
を
伴
い
上
洛
の
途
に
つ
く
︒
京
都
で

は
麩
屋
町
夷
川
下
る
付
近
の
庖
丁
屋
の
裏
座
敷
で
古
医
書
で
あ
る
﹃
大
同
類
聚
方
﹄

の
異
本
校
合
に
没
頭
し
た
と
い
う
︒﹃
田
簑
の
日
記
﹄﹃
や
つ
れ
蓑
の
日
記
﹄
の
刊
行

準
備
も
進
め
て
い
た
︒
過
労
の
為
か
発
病
し
︑
一
八
二
三
文
政
六
年
二
月
十
日
巳
上

刻
︑
大
坂
の
門
人
中
島
豊
足
の
家
で
客
死
︒
享
年
五
十
八
歳
︒﹃
百
人
一
首
峯
梯
﹄

﹃
倭
読
要
領
辨
﹄﹃
新
古
今
集
渚
の
玉
﹄
な
ど
の
著
作
が
今
に
伝
わ
る
︒

遺
骸
は
遺
言
に
従
い
大
坂
の
圓
珠
庵
に
あ
る
契
沖
の
墓
の
傍
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
︒

現
在
も
一
月
二
十
五
日
の
契
沖
忌
に
は
墓
参
が
可
能
で
あ
る
︒
但
し
墓
碑
は
剥
落
し

確
認
で
き
な
い
︒
石
田
︵
一
九
二
七
︶
に
本
居
大
平
撰
の
碑
文
全
文
を
見
る
こ
と
が

文
化
二
年
写
︑
衣
川
長
秋
記
事
に
つ
い
て

一
〇
二



で
き
る
︒
但
し
山
本
︵
一
九
五
八
︶
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
長
秋
の
死
後
数
年
を
経
て
か

ら
起
草
さ
れ
た
も
の
で
没
年
を
﹁
文
政
五
年
﹂
と
誤
っ
て
お
り
︑
諸
書
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
︒
遺
髪
は
鳥
取
城
外
雲
山
村
︵
面
影
山
︶
に
埋
葬
さ
れ
︑
門
人
に
よ
り

正
学
院
と
謚
さ
れ
た
と
い
う
︒
鳥
取
市
に
あ
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
広
徳
禅
寺
の
過

去
帳
に
は
﹁
正
學
院
霞
峰
直
道
信
士
／
葬
于
大
坂
高
津
圓
珠
庵

文
政
六
年
／
癸
未

二
月

衣
川
宰
記
﹂
と
あ
る
︒
安
藤
正
次
︵
一
九
三
〇
︶
や
皇
典
講
究
所
︵
一
九
三

〇
︶︑
工
藤
︵
一
九
八
九
︶
が
示
す
よ
う
に
︑
衣
川
長
秋
の
事
績
と
し
て
は
︑
本
居

宣
長
の
﹃
訂
正
古
訓
古
事
記
﹄
出
版
に
際
し
て
︑
京
都
の
書
肆
で
あ
る
汲
古
堂
・
河

南
儀
兵
衛
︵
共
利
︶
と
の
間
で
仲
介
役
を
務
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
松
田
︵
一
九

七
三
︶
に
よ
れ
ば
︑
長
秋
を
養
子
に
迎
え
た
衣
川
橋
立
女
は
和
歌
を
た
し
な
み
︑
当

代
の
女
流
歌
人
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
﹃
大
同
類
聚
方
﹄
の
校
合
と
注
解

は
鈴
屋
門
下
で
盛
ん
で
あ
り
伴
信
友
や
本
居
大
平
に
も
関
連
の
著
述
が
あ
る
︒
遺
言

で
中
島
豊
足
に
出
版
を
託
し
た
が
豊
足
も
病
没
し
︑
開
板
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い

う
︒

②

﹃
長
明
道
之
記
﹄
﹃
鴨
長
明
海
道
記
﹄
な
ど
と
並
ぶ
﹃
東
関
紀
行
﹄
の
異
名
で
あ
る
︒

福
田
︵
一
九
八
四
︶
︑
大
曾
根
・
久
保
田
︵
一
九
九
〇
︶
武
田
︵
一
九
九
四
ａ
︶︑
長

崎
︵
一
九
九
四
︶
な
ど
に
よ
れ
ば
︑
﹃
東
関
紀
行
﹄
は
︑
一
二
四
二
仁
知
三
年
八
月
︑

京
都
か
ら
鎌
倉
ま
で
の
作
者
の
旅
の
様
子
を
記
し
た
紀
行
文
で
あ
る
︒
執
筆
・
成
立

年
代
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
︑
近
年
は
旅
の
直
後
に
執
筆
さ
れ
た
と
す
る
説
が
有

力
で
あ
る
︒
近
世
に
お
い
て
﹃
東
関
紀
行
﹄
は
︑
﹃
海
道
記
﹄
と
と
も
に
︑
鴨
長

明
・
源
光
行
ら
の
作
と
擬
せ
ら
れ
た
︒
ま
た
﹃
海
道
記
﹄
を
模
し
た
作
品
と
す
る
説

も
あ
る
が
︑
決
定
的
な
結
論
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
︒
正
保
五
年
板
本
で
も
外
題
は

﹁
長
明
道
之
記
﹂
﹁
鴨
長
明
道
の
記
﹂
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
︒

③

た
と
え
ば
︑
大
沢
︵
一
九
六
五
︶
に
よ
り
四
十
以
上
の
紀
行
文
を
残
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
︑
菱
岡
︵
二
〇
〇
四
︶
︑
菱
岡
︵
二
〇
〇
九
︶
に
よ
り
曲
亭
馬
琴
と
交
流
の

深
い
紀
行
作
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
︑
板
坂
︵
二
〇
一
一
︶
に
は
近
世
紀

行
の
到
達
点
と
評
さ
れ
る
﹃
陸
奥
日
記
﹄
の
作
者
・
小
津
久
足
︵
お
づ
・
ひ
さ
た
り
︑

一
八
〇
四
文
化
元
年
-
一
八
五
八
安
政
五
年
︶
の
作
品
は
写
本
で
し
か
伝
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
︒
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